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膵液蛇に胃液分泌減退に及ぼす

「インズリン」の影響に就て
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緒

 著者は嚢の研究に於て各種疾患の膵液分泌に

就て之が槍査を追試し，特に糖尿病患者に於て

その内分泌と同時に外分泌も衰へて居る事実而

も之に胃液分泌障碍も相件ふ事を確かめ得た．

即ちrインズリン」（以下総て箪に「イ」と略記

する．）注射に依って障碍された内分泌作用を

代償した場合夫れが膵液の分泌乃至は胃液の分

泌に如何なる影響を及ぼすかは興味ある問題と

されなければならなb．

 次で著者は何等内分泌障碍を伴はぎる，即ち

非糖尿病に総て之亦屡々膵液の分泌障碍と同時

に胃液分泌の侵されて居るものあるを見出し

た．若し糖尿病患者にして「イ」を注射した場

合，膵臓の外分泌即ち膵液の排泄と同時に胃液

酸度恢復するものがあるとすれば，或は非糖尿

病患者に於ける膵液乃至胃液分泌も亦「イ」に

依り好影響を蒙ると云ふ事は強ちなV・事とも言

ひ得ないであらう．蓋し糖尿病は膵臓内分泌の

著しい障碍の現はれゼあるにしても，非塘尿病

者に於ても「イ」分泌の僅かな高下が多いか少

いか膵液，胃液分泌の多寡に与っていないとは

保し得ないからである．

 即ち本篇に於て著者は各種の膵液分泌障碍，

胃液分泌障碍患者に「イ」を投与してその如何

に影響せられるかを槍治せんとしたのである

が，尤も「ノf」が膵液分泌に対し促進的に作用

すると云ふ事実は既にCollazo u． Dobreff i）（19

24），有馬，小野2＞，吉田3）（1925）に依っても

言

報告せられて居る．叉「イ」の胃液分泌に対す

る影響に関してはCollazo u Dobreffは「イ」

は胃液分泌に対し抑制的に作用すると面し，

Detre u． Sivo 4）（1925）は12例の内分泌腺に異

常を有せぎる患者（中低酸症7例，無酸症なし）

に毎食前30分に「イ」を6虚位づx注射し1週

払子を続け，その前及び「イ」連用後の翌日軍

にEwald一・Boas氏試験食を与へ胃液を点しfaる

に盟0例に於てはその酸度著しく上昇し，2例

に於ては却って減少する事を報じた．然るに

：Feissly 5）（1926）は無酸症例に「イ」を長期使

用し何等遊離塩酸の出現を見なかったと言ひ，

寺島6）は7例の患者に「イ」を長期使用し1例

に於ては酸度少しく上昇せるも他の6例に於て

は何れも酸度上昇を認める事能はす，Detre u．

Sivoの成績と全く相反した結果に絡れる事を

述べて居る．次でMeyer 7）（1930）は12例の無

酸症に「イ」を注射してその7例が「イ」に反

応し，Livieratos u． Tselios s）（1936）は4例の

慢性マラリア」に依る貧血症及び5例の悪性貧

血に於ける胃液欠乏症に「イ」を静脈内に注射

して分泌の起つた事を観察し得た．斯くの如く

胃液に対する「イ」の効果に就ては從豪諸家の

成績必らすしも一一致しないが，その後Heller 9）

（1931），Kalk u． Meyer iO）（1932），叉極めて最：

近にはWilliam D． Poe 11）， Papaynn⑪poulos Lo）

（1950）等何れも「イ」過剰分泌を有する患者に

於ては低血糖症を有し胃液酸度高く，胃潰瘍類

［ 34 ）
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似症歌として凱磯疹痛，眩最，嚢弱感発汗を

認め，特に含水炭素の豊富な食餌を判取した際

に之等三面の顯著に現はれる事が述べ，逆に過

血糖が胃液分泌に対し抑制的に作用する事が岡

田13）〈1929），He］1er， Kalk u． Meyerに依り指

摘せられ，胃液分泌と血糖との関俵は最近諸家

に依り再び注目を浴びて來た感がある．今胃液

分泌と血糖との関係に就ては同僚石坂がその成

績を纒めつXあるので著者は今日之に触れない

事とするが，由來低血糖，乃至過血糖の原因と

して先づ一応考察す可きものは矢張「イ」の過

i剰分泌乃至分泌欠乏である．無論併しその外に

も各種の原因があるくZ＞で生体に於て「イ」注射

が胃液分泌を促進しなかったと云って必らすし

も怪しむに足りないが，要は吾々が胃液分泌障

碍，殊にその欠乏症に対する例へば「イ」の効

果を云々せんとするに当って，結果から推して

逐一の症例をよく解析して考察を下さねばなら

ぬ．

実験方法
 1．膵液採取方法銃に酵素測定方法

 膵液の探取鮭に酵素刮定に関しては著者の前野，

「諸種疾患時に於ける膵液分泌］ 14）を参照せられ度い・

 予め膵液分泌調査を施行して置き，数日後同一患者

に就て第2回膵液分泌生悟を施行，但この際には膵液

排泄前に「イ」5～25軍位を皮下注射し注射後1時間

の膵液を梅し，前回の夫れと比較した，比較にはそ

の分泌量（1時聞に於ける総排泄量ccm）及び酵素価

（1時間に於ける最高値）を以てした．

 II．胃液採取方法虹に胃液酸度測定法

 早朝開腹時Rehfffss氏胃管を嚥下せしめ，分泌刺

戟剤としてはCoffein O・29・を蒸水300ccmに溶か

し，胃液稀釈瓶態を察知せんが爲に 2・0％ Methy－

lenblau 2滴を加へ，その至量を注入，爾後15分毎に

凡そ2時聞に亘って分劃採取を行った．

 胃液酸度測定は一般Toepfer氏液，：Phenolphthalein

を指示藥として法の如く行ふ．「イ」の胃液分泌に対す

る影響を察知せんが爲には次の二方法を取った．

 a）「イ」 1回注射」試験

 Rehfitss氏胃管嚥下後胃内容を全部探堅し，（前液），

次で軍に「イ」：3～10即位を皮下注射しノ爾後15分毎

に分野採取を行ふ．

 b）「イ」長期使用試験

 「イ」3～1⑪軍位を原則として朝夕2回食前30分に

皮下注窮し，蓮続1i週間を以て1 Kurと爲し，：K：ur終

了堅目軍にCoffeinに依る胃液分劃探取を爲し，「イ」

処置前の胃液と菅野比較した．

実 験 成 績

 1，「イ」の膵液分泌減退に及ぼす影響

 本実験に供せられた患者は次に示す13例の膵

液分泌低下者に属した．

糖尿病
無酸症
進行性筋ヂストロフイー症

胆石症

胆嚢炎
慢性上顎寳八面：に貧血

6例

3例

i例

1例

1例

1例

             合 計  13例

 「イ」注射は膵液分泌に対して從來諸家の報

告にある様に極めて促進的に作用し，分泌液量

蛇に酵素量は一般に上昇を示した．今項を追っ

て之等に就て詳細を記す．

  1）分泌液量  L

 第1表に示す如く「イ」注射に依り分泌液：量

は多いか少いか総て増：量を示した．増：量の著明

ならざ動し例は「イ」10温位使用の糖尿病重例

（No・4），同じく胆石症1例，及び「イ」5輩位

使用の無酸症（NQ．9）1例℃あった．増量の極

めて著明なりし例は「イ」25箪位，及び20翠位

使用の糖尿病各1例（No．1，2），「イ」8軍位

使用の胆嚢炎1例，及び「イ」16箪位使用の進行

性筋ヂストロフイー症1例，計4例であった．

［ 35 ］
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第1表 「イ」使用前及び後に於ける膵液分泌量の比較
一

年
No． 姓   名 性 診    断

齢

1 荒O蕪○郎
δ

一藍「 ｝糖  尿  病

2 野○ ユ ○ ♀ 53 〃

3 前 ○ サ ○ ♀ 48   〃
�ﾉ肺結核4 中○とOい

♀ 54 〃

5 前 O ト O ♀ 48 〃

6
「」

U 0 初 O ♀ 29 〃 ．

7 透 O い ○ ♀ 50 無  酸  症
8 大OすO子

♀ 23   〃拉に
ｰ闇膜淋巴腺炎

9 申 0 邊 0 δ 47 〃

10 審 ○ 修 0 6 15
進 行 性 筋ヂストロフイー症

11 飯 ○ 宗 ○ δ 47 胆  石  症
12 南 O 輝 O δ 22 胆  嚢  炎
13 ｛ 圷  O  正 3 49 三牲一ヒ顎円

?痰ﾉ貧血

1イ」

使用量

25

20

15

10

10

5

10

8

5

16

10

8

8

             備考： 分泌量は総てccmを以て現す．

  2）ヂアスターゼ

 第2表に示す如く「イ」注射に依り「ヂアス

タ戦史：量はその大部分の症例に於て兎も角も増

量を示したが，就中比較的著明なるもの5例を

「イ」使用

前

62

25

39

96

72

61

5i

th？6

66

44

88

98

169

後

108

91

48

10e

84

86

62

47

69

69

93

175

183

壇同率

e／0

74

264

23

 4

17

41

22

31

 5

」r6

 6

79

 8

出した．殊に著しいものを3例の糖尿病者に見

出したが，tの少数の例数では何れの疾患に多

いとなす：事が出來なV・．寧ろ使用した「イ」用

量の多寡に略帽比例するが如く見える．

第2表「イ」使用蔚及び後に於ける「トリプシン量の比較

Ne．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

姓  名

荒O荘0郎
野○ ユ0

前○ サO

申0と0い
前O l・○

編○初O
透。 い。

大0すO子

中○透0
音O 修O
飯○．宗○

南○ 輝0

埣 ○ 正

性

6

9

9

9

9

9

9

9

6

s

8

6

6

年

齢

51

53

48

54

48

29

50

23

47

15

47

22

49

診 断剛灘韓嘉
  墨銀憂融計略寸

隙  尿 病
    劣

1蛇に肺結核

1無

腸間膜淋巴腺炎

上

身

胆

ヂス1・ロフイー症

慢性上顎創

 t／

 11

 tl

 酸  症
 〃拉に

行 性 筋

 石  症

 嚢  炎

1炎鯨．に貧血

25

20

15

10

10

5

10

8

5

16

10

8

8

16384
4G96132768
  i
le24   16384

8192   16384

  ト
16384 … 16384
8192 1  8192

  1
16384   32768
   
8192 P810・2

   1638416384I
  l
4⑪96 i  8192

16384   16384

8192 1  8192

8192】

1 3276s 1 2

   r 8

16

2

1

1

2

1

1

2

2

1

8192 1 2

分泌総量

壷晶1鹸
1016＞く1⑪3

102

 40

786

1180

500

836

295

1081

180

721

804

692

13539XIO3

2982

786

1638

1376

705

2032

；・85

1131

565

1524

1434

1499

         備考＝分泌総量は凡て1⑪x3翠位で現す，以下同字．

 3）トリプシン            シン」毎蛇含有量は全例に於て増：量を示しその

第3表に示す如く「イJ注射に依り「トリプ  増加率は「イ」使用前の2倍より最高16倍に及ん

［ 36 ］
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だ．殊に増量の著明であったものは2例の糖尿

病と1例の無酸症に属し，何れも図れは正常値

を遙かに越えるものであっだ．

 次に分泌総：量（酵素価X総分泌容量）から云

っても全例に託て著明なる増量を認め，之亦前

No．

記3症例に於てその顯著なるものが存した．斯

くの如く「ヂアスタ・一二」に於けるよりも「イ」

に依る増量著明なるは，「トリプシン」が「イ」

に対して特に敏感であるのに起因するものであ

らう．

第3表「イ」使用前及び後に於ける「トリプシン量の比較

姓  名 性

   

1  荒○荘O郎i3
2野。ユ◎障

3陣。サOlg
4 1申○とOい1        ♀

51前○トol♀
6 編O 初O ♀

7透OL、Ol♀
8 大○すO子1

9 中O i透OI6
10 ｝番O 修○：δ

年

齢

51

53

48

54

48

29

50

        9 1 23

          47

          15

11廠0宗O…δ1 47
12   南○  輝⊂） 1 6  122

・3埣。正固49

糖

診

虹に

無

断

腸間膜淋巴腺炎

進

胆

胆
慢

ヂストロフイー症

 性
炎蛇

 尿  病

 〃
 か

 肺結核
 〃

 〃

 〃

 酸   症

 〃就に

 ク
行 性 筋

 石  症
 藝   炎

 上顎蟹
 に貧血

  4）リパーゼ

 第4表に示す如く，本酵＝素に干て塘加を示し

たと思はれる例は13例中8例であり，減甲を示

「イ」1

  1一

2引
20

15

1e

le

5

10

8

5

16

10

8

8

毎粍含有量 櫓 分泌総量
加

酬 詳密 率 羨晶1 鹸
工28 2⑪48 16 8k103 221x103

256 2048 8 6 186

128 512 41 5 25

ユ28 5エ2 4 1 工2 51

256 512 2 18 43

256 512 2 16 44

128 512 4 7 32

64 256 4 2 12

512 1024 2 34 71

6尋 128 2 3 9

128 512 4 11 48

⑪24 1024 1 1⑪o 179

256 512 2 143 94

したと思はれる例は5例であつた，併し分泌総

量に於て見ると，その全例が「イ」に依り大な

り小なり増量を示して居る事が観察せられるの

第4表 「イ」使用前及び後に於ける「リパーゼ量の比較

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

姓  名

荒O荘O郎
野○ ユo

前○ サ○

中○と0い

前O bO
語O 初0
遙○ い○

大0すO子
中O 透0
昔○ 修O

飯O 宗O
南O 輝O
埣 ○

 陣，
性；齢

6

9

9

9

9

9

9

9

6

6

6

6

51

53

48

54

48

29

診 断
「イ」  毎蝿含有量  ：増加率

陣騒展酬撫％
臆  尿 剰
    “   i
    f｛． ．一L ，．．Jl

！虹に肺結核旨
    tt     l

    tt

l ’ ti i
    酸  症i

    〃拉に l
l腸聞膜淋巴腺炎l
    tx     i

i進 行 性 筋
ヂストロフイt…e症i

胆  石  症i

胆  嚢   炎

慢性上顎費；炎 蛇 に 貧 血鼠1

 25

 20

 15

 10
1 io

34．e

47．0

4．5

26．5

33．5

27．5

37．5

13．5

36．0

25．0

21．0

23．5

47．5

56．5i＋66
45．o L  4

18．51＋311
43．5  i十・ 64

    
4LO 十 22
26．5L 4
41．⑪i十 9

17．O  l十  26

    
33．O l－ 8
33．⑪；＋32

24．5i＋4。

2LOL 11
41．O I＿  4

分泌総：量

虞酬憂醸

正iδ

50i無
23 1

47 i

15

47

22

49

5

10

8

5

16

1e

8

8

2 ． 1×lo31

1．i

O．2

2．5

2．4

1．7

1．9

0．5

2．4

1．1

1．8

2．2

7．2

6．1×103

4．1

e．s

4．6

3．4

2．8

2．5

0．8

2．8

2．8

3．2

3」

7．5

［ 37 ］
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である。殊に増加著明なる2例を糖尿病に於て

見出しkのであるが，本酵素に於てもその増量

は使用した「イ」用量の多寡に略正比例する事

が窺はれる．

 Il．「イ」の胃液分泌減退に及ぼす：影響

 A。「イ」1回注射の胃液分泌に及ぼす影響

 本実験に於ては低酸症2例，無酸症16例，計

18例を対象とした．之を疾患別に見ると低酸症

の2例は夫々慢性上顎貴炎に俘ふ軍純貧血，十

二指腸虫症に属し，遊離塩酸欠乏に属するもの

は何等他に疾患の合併なきもの2例，陳旧性十

二指腸潰瘍1例，癒着性髄膜炎1例，十二指腸

虫症2例，腹部アンギーナ1例，ネフローゼ1

例，慢性マラリア1例，潰瘍性大腸炎1例，腸

闇膜淋巴腺炎1例，糖尿病1例，悪性貧血1例，

重症鉄欠乏性貧血1例，内因性貧血1例，進行

性筋ヂストロフイー・症1例であった．

 而して之等の申低酸症の2例は何れもよく1

回の「イ」注射に応じて胃液分泌左回を認め，

遊離塩酸欠乏症の16例中約半数の9名が兎も角

も「イ」刺戟に応ずる事が属來た．今，夫等の

ものを挙ぐるに陳丁丁十二指腸潰瘍，癒着性髄

膜炎，腹部アンギ・・’・■ナ，ネフローゼ，潰瘍性大

腸炎，腸間膜淋巴腺炎，＋二指腸虫症，合併症

なき無酸症，及び進行性筋ヂストロフイー症各

1例であll） ，この中遊離塩酸の出現を見た例

は，陳旧性十二指腸潰瘍，ネフローゼ，潰瘍性

大腸炎，腸三面淋巴腺炎，及び進行性筋ヂス1・

ロフイー症の各1例，計5例であって：，遊離塩

酸欠乏症16例申の凡そ施に該当して居る．叉何

等「イ」刺戟に応ずるを得なかったものは，合

併症なき無酸症1例，十二指腸虫症1例，慢性

マラリア1例，糖尿病1例，悪性貧』血1例，重

症鉄欠乏性貧血1例，内因性貧血1例であっ允．

 次に之等胃酸分泌促進効果の著明であった諸

山に就てその成績を摘げる．

1）患者＝ 埣O正，6，49歳，漁業

 診断： 慢性上顎置炎虹に貧血

月 日  時  間

    遊離塩酸

24／IIII総酸度
   1分泌量

「イ」軍位

   間

睡艦酸
 総酸度
 分泌量

前 15i 3ei

2e

35

1e

4

8

1e

16

24

10

45ノ

18

28

6

印’ 7si
@1 goi i iost 1 i2ei

33

48

8

・・ 49

6e

 6

38卜⑪
  s
5．2 1 0

610

o

o

o

10

劃・明3・・1・5・【6酬75’｝・・’ 1・。5t・2ぴ

45

7e

5

   
25  27

60  55

4｝4

；．O 1 20

60 1 55

3 1 3

20 1 70
40 1 110

6 1 3

82 ： 108

1e5 IS4

5i 7

備考：本敵中「イ」軍位とあるは「インズリソ」注射軍位のことを意味する．

   叉分泌量は総てccmを以て現すt以下同じ．

2）患者＝西0賢0，6，28歳，工員
 診断： 十二指腸虫症

月 日

17／XII

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前 15i

O i 8

10 1 12
10 i 10

3ai 45／  60ノ

ig 1 i2 1

16 2Q
ao 1 s

14

18

6

75t

15

23

4

90t

13

23

4

105ノ

o

o

o

120ノ

o

o

o

［ 38 ］
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月 日

2e／XII

「イ」軍位 5 5

時間副・則訓45・一16『｝75719凹。5・・2。・1・35i

遊離塩酸

総酸度
分泌量

  備考：本実験に於ては「イ」5臥位宛2回注射を行ふ，

    3）患者，松○勝○，6，47歳，工員

     診断・陳二二十二指腸潰瘍

酸度量 10

Q6

P0

％3810 16

Q4

P0

21

R5

P0

1ユ

Q6

P0

2⑪

R5

P⑪

25

S0

T．

20

R2

P⑪

24

R8

?O

25

S0

P0

月 日 時  間

。

   遊離塩度
9／11総酸度
  1分泌郷

前

0

5

10

15ノ

0

3

10

30ノ

0

2

7

45t

0

2

5

60ノ

o

o

o

75ノ

o

o

o

90ノ

o

o

o

105／  120！

o

o

o

o

o

o

月 日

ユ4／1

「イ」軍議

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

10

前1・5t」3小禽6伊圏9ぴ1・。5tい2ぴ’

0

5

1e

0

5

8

0

10

ユ2

0

12

20

37

52

30

37

50

35

25

40

40

50

65

15

鰐、雄例に於ては「イ姓轍可なり醗麺縦廊現はれた．

    4）患者＝津0彌O，3，32歳，鉄道員

      診断：ネフロ戸ゼ

月 日 時  間

14／IIZ 1
遊離塩酸

総：酸度

分泌量

0

4

5

ユ5！

0

2

4

s－6i ］ 4st

0

3

2

o

o

o

60ノ

o

o

o

75i

o

o

o

9伊罵

o

o

o

o

o

o

120ノ

o

o

o

月 日

「イ」臥位

時  闘

   睡離塩酸
21／III I総酸度

    分泌量

3

前い図3σ・5・i6⑪・i 7St

4

14

1e

ユ0

23

5

0

20

5

0

15

5

0

10
，1

o

エ0

8

5

9⑪・ P・・帥2ぴ

25

50

8

50

7e

2

o

o

o

［ 39 ］

39
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5） 患者 ：  戸O澄○， ♀， 22歳， 無職

 診断＝癒着性髄膜炎

月 日 時  間 前 15！

一3⑪ノ

45ノ 6⑪ノ 75’ goノ

一          0

P05ノ 120！

25／11

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

⑪410 0、

T10

028 ⑪87 ⑪37 ⑪0⑪ ⑪00 ⑪00 Ol
J⑪

月 日

17／III

「イ」軍位

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

5

前い3i副4団6σ175’、
0

5

10

0

20

ユ⑪

0

15

ユo

O l O

20 1 4

8 1 4

o

o

o

co’
h i 一i－O．5’ 1 i20，r

Q－1一一b ’1一一6

  0 1eo

oloio
6）患者： 沢⊂）せ（⊃， ♀，48巌，農業

 診断：無酸症蚊に腹部アンギーナ

月日時闘宙、5・．3a・4膨6。t 75・1，■1。」・・ 1 、2。t

  1遊離轍
   
26／1v    総；酸 度

   分泌騒

o1
10 i

10

0

2

10

0

1

工5

c l e

2 i 2

1C i 10

0

2

10

e

o

e

olo
olo
O I O

月 日

30／1V

「イ」輩位

時  闘

遊離塩酸

総酸度
分泌量

8

前い引明剣6則7釧9明・… 1・2et
0

4

10

0

5

8

e lo
6 1 7

10 ！ 5

0

10
io 1

o．1 0

15 1 15

5 1 17

7）患者： 山○タ○，♀，5⑪歳，家婦

 診断：無酸症

月 日  時  間

@ ｝
前

 1
P5ノ 30ノ 45ノ 6⑪ノ

p  一 一  一 一 一    一     

@⑪

 9⑪ノ

[     〒   －              一 一  一  一  一

120！

?一   一

2／111

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

⑪0．515 t

 卜
nl   ⑪1

v掛 膿i

75ノ

@⑪
P．⑪

@15

01．⑪15 1

105ノ

@〇
Z．5

@8

月 日

7／111

rイ」軍位1 10

時同前1剛3。’睡16伊175・Lg・・ 1・・5・i・2・t

遊離塩酸  0

総酸度  5

分泌量｝10

e ］ 0

6 ［ lo

8 1 8

o 1 0

5 1 7

7 2121

e l o

6 ！ 17

  4

0

15

3

o

e

o

［ 40 ］
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8）患者：高○生O，6，27歳，公吏

 診断：十二指腸虫二

間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

0

4

7

15ノ

0

5

2

30t

．0

5

4

45ノ

0

4

6

60ノ

0

6

7

75ノ

0

4

10

90t

0

4

7

105i

0

6

7

120ノ

0

8

10

月 日
「イ」軍慮

時  聞

  ｝蓮離塩酸

27／x 総酸度
  1分泌董

10

前1 i・・1 3・・ II45’16図7図gぴ1・・S・1・2・’

0

15

10

0

15

10

0

10

8

0

10

8

0

8

7

0

10

7

0

10

7

o l 0

10 1 20

6 1 5

9）患者：栗○米0郎，6，30歳，事務員

 診断＝ 潰瘍性大腸炎

月 日 時  闇 前 15！ 30！ q5ノ 60ノ 75〆 90〆 105ノ 120〆

1／IX

遊離塩酸

高P酸度

ｪ泌量

 0

@6

0212 0310 038 048 047 048 000 000

月 日

「イ」軍位 1⑪ 10

時  間 前「1釧3σ14y 6図7引9酬ユ剛・2σ1・3y・5σ

5／1x

遊離塩酸

克_度
ｪ泌蚤

o｝oｳi1810110

081⑪ 0108 063 000 5405 40

U4

V

ol
nO

65165
X⑪  80

P0  15

10）患者＝大○すQ子，♀，23歳，看護婦

 診断：腸聞膜淋巴腺炎虹に無酸症

月 日 時  間 薗 15ノ 30！ 45ノ 6⑪ノ 75ノ 90〆 ユ05ノ 120ノ

21／1x

遊離塩酸

克_度
ｪ・泌星

055 028 026 053 ⑪00 000 000 ⑪00 00⑪

月 日

21／1X

「イ」一位 10 10

時間劃・5・ i3。・ 1 45・6・・1 75・19⑪・1・・5・1・刎・35・

遊離塩酸

総酸度
分泌量

酸度量 055 01⑪ 5  0

P0

T

 0

P5

@3

⑪10 7  0

P6

P0

687 28

S0

P2

40

T5

@7

50

U0

@7

［ 41 ］
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11）患者：昔○修○，6，15歳，生徒

 診断：進行性筋ヂストロフイー町

尽 日 時  間 前 15ノ 30’ 45ノ 60’ 75〆 90！ 105’ 15⑪ノ

29／x

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

0105 0153 000 00⑪ ⑪00 000 o⑪0 0⑪0 OoO

 旧
?日

「イ」軍位 10

時  閤 劃1明3図・紹6明7図刺・

29／X

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

0105 53⑪5 5252 000 000 00⑪ 000 o

o

o

o

o

o

 猫著者は1例の過酸症に対し「イ」注射を試  実験中の誤謬からでもあったが，ヒの事実は將

み著明なる酸度上昇を認めた．勿論その動機は  ’來充分参考となり得るものである．

補）患者：橋O清！J・♀・35歳・工員

 診断＝ 過酸症勉に胃炎

   i事ﾚ擁 間    

前 15ノ 30ノ 45ノ 60ノ 75ノ 9⑪ノ 105ノ 12⑪戸

    遊離塩酸

P5／XIl総酸度
@  ｝分泌量   ρ

15

R0

R

8工415 21

R0

T

42

T7

P  1

6⑪

V2

Q

48

U0

P’

40

T9

Q

38

T5

T

48

U4

R

掲 日

10／1

「イ」虚位

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

5

前1‘1－3⑪・一 P4316⑪・17図嚇ンー 撃堰E5’i・2・・

31

44

1g

35 i 36

45 1 44

2引30

25

4e

22

50

58

25

IQ2

112

70

120

125

60

130

135

50

120

128

as

 ：B，「イ1長期使用に依る胃液分泌に及ぼす：影響

 前項試験に於て低酸乃至無酸症の殆ど二二が

唯1回の「イ」注射に依り応ずる事を得たので，

次に21例の無酸乃至低酸症に対して「イ」毎日

注射を施しその効果如何を罪した．期聞は5－

19日闇に及んだ．被槍例申低酸症を呈せしもの

の合併症名は次の如くであった．

    胃下垂       1例

    慢性胃炎     1例

    慢性腹膜炎      1例

    腹膜炎蛇に貧血    1例

    肺結核症       1例

    十二指腸潰瘍    1例

 叉無酸症に属したものの合併症は吹の如くで

あった．

肺結核一

門腎結核

腹部アンギーナ

陳旧性十二指腸潰瘍

十こ二iF旨ll二二症

1例

1例

1例

1例

2例

［ 42 ）



膵液蛇に冑液分泌減退に及ぼす「インズリン」の影響に就て 43

十二手旨二丁症封：に郵司虫症

癒着性髄膜炎

潰瘍性大腸炎

腸丁丁淋巴腺炎

鉄欠乏性貧血

1例

1例

1例

1例

1例

 而して之等低酸症7例中5例はよく「イ」刺

戟に応じてその酸度が正常に近く復帰したが，

2例に於ては不成功であった．不成功なりし2

例は胃炎拉に撰性腹膜炎の各1例であった．胃

酸欠乏症14例中では「イ」刺戟に兎も角応ずる

もの8例，然らざるもの6例を出した．その効

果の挙がらざりし6例のものは頸回結核，十二

指腸虫症，鉄欠乏性貧血，腹部アンギ・…ナ，合

併症なき無酸症，潰瘍性大腸炎各1例であっ

た．之を要するに低酸症に干てはその％に於

て，無酸症に於ては約その丁数に干て多いか寡

いか胃液分泌充進を來した事が観察せられだの

である．但し後者の中遊離塩酸の出現を認めた

例は，癒着性髄膜炎，肺結核，腸間膜淋巴腺：炎，

十二指腸虫症の各ユ例，計4例であって，胃酸

欠乏症14例の↓弱蚤に該当して居る．

 次に有効なりし症例に関する実験威績を紹介

する．

1）患者；加0他Oi欠，6，36歳，無1職

 診断：十二指腸潰瘍

月 日

18／II

時  閲

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

26

36

1e

15i

20

28

18

3⑪ノ

30

sa

8

45i

22

30

6

60t

14

24

7

75ノ

1呂

22

6

goノ

10

18

14

105ノ

IO

18

6

120t

o

o

o

「イ」5測位朝食前1回x7日
‘

月 日

3／111

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

32

44

10

15ノ

42

46

g

30ノ

30

40

4

45i

40

56

9

60ノ

b8

68

15

75t

68

76

4

90t

70

se

7

1105ノ

62

74

7

12e，

64

78

8

「イ」注射終了後7日

月 日

10／III

時  間

’遊離塩酸

総酸度
分泌門

前

34

42

10

15t i 3et

  ：38

44

sl
  q

62

72

4

45ノ

72

86

9

60ノ

62

74

15

75，

65

75

4

90f

68

80

7

10st

66

78

7

120ノ

68

82

g

備考：上記「イ」療法に依り曖気，上野部不快感虹に下痢浦失す．

2）患者：成○茂○，♀，18歳，学生

 診断： 胃アトニー

間陣
遊離塩酸

総酸度
分泌量

12

34

1e

15ノ

7

13

8

30r

16

22

7

45ノ

10

20

7

6⑪ノ

20

3e

6

75i

13

25

7

9⑪ノ

25

40
“r

105t

12

17

3

ユ20ノ

10

15

3

【43コ
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1

      ぜuイ」3軍位朝食；前1回x7日

月 日 時… 闘 前 15ノ 30ノ 45ノ 60ノ 75ノ 90ノ 105ノ 120’

1

29／III

遊離：塩酸

克_度
ｪ泌量

・12

R⑪

P0

47 1101 48 ・8 10

P6

W

26

R8

U

265 286 12

P4

S

20

Q5

S

「イ」5上位朝食前1回×7日

月 目

6／IV

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌屋

前

14

18

10

15ノ

0

3

4

30ノ

3

6

6

45，

5

10

8

60r

6

12

7

75t

8

16

5

90ノ

20

40

5

105ノ

45

60

4

12⑪ノ

40

55

4

月 日

29／VI

備考＝「イ」3三位1週間にては三三に変化なかわしも「イ」5軍位

   にて嘔吐蚊に腹部膨満感消失す．

3）患者：高○玲0，♀，20歳，事務員

 診断＝肺結核

時  間 前 15！ 30ノ 45ノ 60ノ 75ノ 90’ 105！ 120！

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

0310 0812 085 16

R0

P5

6 112
E引285i7

24

S0

U

24

S2

U

15

Q4

U

「イ」8三位朝夕2回×7日

月 日 時  間 前 15ノ 301 45ノ 60ノ 75ノ 90’ 1⑪5！ 120ノ

    遊離塩酸

P1／VI亙 総酸度

@   分泌量

0121⑪ 41410 25

S5

S

20

R5

U

16

R0

U

 2⑪

@35
P g

1⑪

ﾀ3
@4

20

ｫ5

U

15

R0

S

月 日

3／VIII

「イ」10三位朝夕2回目7日

時  聞 前 15’ 30’ 45’ 60ノ 75’ 90〆 105ノ 12⑪’

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

61810 4715 81620

14

V

4い  22  10

22

R6

W

24

R7

25

T0

V

16

R2

W

備考＝上記「イ」療法に依り食慾増進し，上胃部饗痛軽減す．

          ［ 44 ］
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4）患者＝松Oと○子，♀，13歳，学生

 診断：低酸症

月 日

12／1X

時  聞  前

漁癒幽一一一一一が

総：酸度  14
分泌量11・

15／

0

4

15

3et

o

2

15

45／

10

30

7

60t

5

20

5

75／

5

20

4

go／

0

15

4

ユ⑪5／

 0

20

 4

120／

 o

丑15

 5

月 日

30／1X

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

 「イ」4三位朝夕2回×1⑪日
 「イ」5〃朝夕2回×7日

前    15／   30’   45「   60’   75’

12

24

7

2

4

1e

2

6

20

10

15

5

15

22

s1

2e

30

5

90t

35

45

7

10S「  120ノ

45

55

3

’40

50

4

   備考：上戸部刺痛白白す．

5） 患者 ：  砂OII亘○， ♀， 39歳」 無職

 診断： 腹膜炎遊に貧血

月 日

16／XI

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

10

30

15

15／ 30ノ

10

20

8

14

20

10

4Jr 1

22

30

8

60ノ

30

40

4

75，

30

45

4

90ノ

27

40

3

105ノ

32

45

3

120ノ

35

45

2

「イ」5軍位朝夕2回x6日

月 日

23／XI

時  間

遊離塩酸

総：酸度

分泌量

前  15ノ

0

10

2

22

6

12

30，

10

ユ6

15

45ノ

18

28

10

60t

26

32

13

75t

34

40

2e

90ノ

34

44

10

1⑪5ノ

36

ng

12er

10 i

40

50

3

6）患者＝ 戸○澄○， ♀，22歳3無職

 診断；癒着性髄膜炎
一

月 日 時  間 前 15ノ 3G’ 45ノ 6⑪ノ 75ノ 90！ 1⑪5ノ 12⑪ノ

遊離塩酸 0 0 o 0 0 0 0 0 0

25／11 総酸度 4 5 3 8 4 0 0 0 o

分泌量  」 15 1⑪ 8 7 7 0 0 0 0

［ os ］

45
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月 日

17／111

「イ」5三位朝夕2回×8日

時  間 前 15’ 105ノ 12⑪ノ

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

0310

30ノ

[ 一    一   一

@〇

@2
P0

45／

V     一   『

@0
@5
P01

6⑪〆

Z68

75ノ

@         一  －   一  一 7

@0
@9
@10

goノ

p      一   一

@〇
P0

@8

『 π ㎝

@0
@10

@8

15

R5

W

7）患者：大Oし○の，♀，18歳，看護婦

 診断＝肺結核

月 日 時  間 前 15ノ 30ノ 45ノ 6⑪ノ 75！ 9⑪’ 1G5ノ 120■

20／1v

遊離塩酸

克_度
ｪ泌壷

0510 041⑪ 041⑪ 051⑪ 088 01010 ⑪125 OoO 0⑪0

月 日 時  聞

   遊離塩酸

4／V l総酸度

  1分泌s

前

0

2

10

「イ」5軍位朝夕2回x8日

15ノ

0

2

10

30i@1 45／

0

2

10

2回x8日

45ノ 60ノ 7y
p9ぴ

105ノ 1201

0610  4

Q2

@8

 4

Q2

@8

 6

Q3

@3

016 3  O

P5

@3

「イ」5軍位朝夕2回×19日

月 日

15／V

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

0

7

10

15t

4

8

10

30ノ

 8

噂12

10

45ノ

10

18

10

6⑪ノ

12

20

10

75， 90ノ

13

28

9

18

32

8

105ノ

25

35

8

120r

35

45

8

備考：「イ」療法8日にしで上胃部不快感蛇に下痢消窪し恰も治癒に赴くを思

   はしめたが，肺腸結核の合併に依り症状再び壇悪す．

8）患者：松Q勝○，6，47歳，工員

 診断： 陳旧性十二指腸潰瘍i

月 日 時間 w 15t 30，

14／1

睡離幅
総酸度
分泌量

0

5

10

o l o

，g i；

45，

0

2

5

6⑪ノ

e

2

5

75ノ

o

o

o

90ノ

e

o

o

105ノ

o

o

o

120，

o

e

o
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@  「イ」5三位朝夕2回x6日

月 日 時  間 前 15！ 30ノ 45ノ 60’ 75〆 90ノ 1

23／1

遊離：塩酸

克_度
ｪ泌量

053 035 0410 01215 ⑪8エ0 066 035

備考；上記「イ」療法に依軌食慾並に体璽の増加を認めた。

105ノ

0

4

4

120ノ

o

o

o

g）患者：山Oタ○，♀，54歳，家計

 診断：無酸症

聞

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

 o

O．5

10

15ノ

 o

O．5

15

30ノ

 o

O．5

12

45ノ

 o

O．5

12

6⑪ノ

 0

1．0

15

75ノ

 0

1．0

15

9⑪ノ

 0

1．0

15

105ノ

 o

e．s

 8

120t

ee

O．5

 8

「イ」5三位朝夕2回x5日

月 日

15／111

日寺    闇    前    15／   30／   45／   60’   75’   90！  105／  120ノ

遊離塩酸 0 0 ⑪ 0 0 0 0 0 0

総酸度 5 2 4 4 4 10 12 17 ユ5

分泌童 7 1⑪ 10 ユ。 5 2 2 12
備考  「イ」療法3日にして既に二二の回数頓に減少を來し，5日に於て家事の都合上

   一旦帰宅せるも爾後の経置顔る良好，2ケ月後再び胃液橡査施行せるに下表の如

   き結果を得た．当時曖気働腿し体重の著明なる聡加が認められた．但し遊離塩酸

   の出現は逐に之を認め得なかった，

月   日    時    間    前    15〆   30／   45／   6⑪ノ   75／   9⑪ノ  105’  120ノ

9／V

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

0510 ト 0510 058 1 0105 02⑪5 ooo 000 ⑪00 000

10）患者：吉0精，6，40歳，会就員

 診断＝肺結核

月 日
一 時  間

前 15ノ 30ノ 45ノ 6⑪ノ 7bノ
 一
№潤` 1

9／V

遊離塩酸

克_度
ｭ泌量

055 071⑪ 0101⑪

 0
@20
P・・

02⑪7 01010 ⑪1510

10st

e

o

o

12⑪ノ

o

o

o

［ 47 ］
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「イ」4軍位朝夕2回×5日

月 日

16／V

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

0

5

1e

15ノ

。

’12

10

30ノ

0

10

10

45ノ

0

20

8

6⑪ノ

0

10

8

75ノ

0

20

6

90ノ

0

30

5

105i

0

30

5

120t

0

30

5

「イ」5輩位朝夕2回x19日

月 日

22／V

時  聞

遊離塩酸

総酸度
分泌駅

前 15t 30ノ

oi ol 0
5 1 3 1 5

10 1 10 1 le

45i

e

15

8

6⑪ノ

0

10

8

75ノ

0

20

7

90x

0

40

8

105ノ

o

o

o

120ノ

o

o

o

備考：上記「イ」療法に依り上告部痙痛軽減し食思亦著しく敬善された。

11）患者：渡O源O郎，6，53歳，鉄道員

 診断：十二駆虫症蚊に姻虫三

月 日 時  間 前    15／   301   45’  60i   75／  9⑪ノ  105／  120’

10／VIII

遊離塩酸1・総酸度 1 2分泌量110   1

0310 0210 049 026 056 045 085 074

「イ」5軍位朝食：前1回×14日

月 日

2／IX

時間 w 15／ 3⑪ノ

遊離塩酸

総酸度
分泌量

0

4

1e

O I O

2 ［4

10 18

45i

0

4

8

6⑪ノ

d

6

8

75ノ

0

5

6

9G／ 105ノ

0

20

6

0

20

6

120ノ

e

10

5

備考：「イ」療法1週間にして上封部別痛聖訓L，食思良好となる．

    12）患者＝大OすO子，♀，23歳，看護婦

     診断＝腸間膜淋巴腺炎並に無酸症

月 日

21／1X

時  間

遊饒塩酸

総酸度
分泌量

前

0

5

5

15ノ

0

2

8

3⑪ノ

0

2

6

45ノ

0

5

3

6⑪ノ

o

o

o

75’ 90ノ

o

o

o

o

e

o

105ノ

o

o

o

120ノ

o

o

o

【垢】
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「イ」1G軍位朝食前後夫々30分x7日

月 日

5／X

時  間

遊離塩酸・

総：酸度

分泌量

前  ユ5ノ

e

5

10

e

3

10

3e！

0

5

8

45ノ

5

15

8

60，

6

19

7

75ノ

20

38

5

9et

14

28

7

105，

25

40

6

ユ20ノ

20

35

5

備考：上記rイ」療法に依り食思恢復し，下痢も亦自ら消失するものがあった．

   然し本例は慢性腸間膜淋巴腺炎を合併せし爲か「イ」療法反復申再び三宿

   増悪し，下表の如き結果となった．

「イ」10軍三朝食前後夫ft 30 × 13日

月 日

12／X

時聞1前

遊離塩酸

総酸度
分泌量

0

5

5

15！ 3⑪ノ

O l O

5 1 4
s 1 lo

45t 60ノ

e

3

7

0

4

10

75ノ

0

5

5

goノ

0

8

7

105／

e

10

7

120ノ

0

15

5

 齢

13）患者

 診断

高○生○，6，27歳，公吏

十二指腸虫症

月 日

23／X

時門前
遊離塩酸

総酸度
分泌量

0

4

7

ist 1 3er 1 4st

0

5

2

0

5

4

0

4

6

60ノ

0

6

7

75x

0

4

10

90t

0

4

7

1051

0

6

7

120ノ

0

8

10

「イ」10軍位朝夕2回×11日

月 日

8／XIO

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌墨

前

 0
12．5

15ノ 3明・汐 66t

s1

0

5

7

0

6

7

O d O

6 1 8

7 1 9

75ノ

0

5

5

90ノ

0

5

7

105， 1 120t

0

5

7

10

30

15

「イ」10軍畑朝夕2回目9日

月 日 時  間  前 15ノ

   1遊離塩酸

118／白総酸度
   1分泌量

。ト5
12 1 2s

2司5

3⑪ノ

4

14

10

45ノ

0

12

10

6⑪ノ

e

zo

2

75，

0

5

4

9⑪ノ 1⑪5’

0

5

3

0

5

3

120x

0

4

4

［ 49 ）
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「イ」1⑪即位朝夕2回x8日

月r日

“，cf＞．CII

時  聞

遊離塩酸

総：酸度

分泌量

前

e

5

4

15ノ

0

8

15

30x

6

18

15

45ノ

4

14

15

6⑪ノ

9

22

12

75ノ

6

16

15

90，

3

14

15

1⑪5ノ

e

16

10

120ノ

e

10

4

備考＝腹痛，呑酸膚難は消樋し，体重の増加が認められた．

総

 以上に依り胃液拉に膵液分泌減少諸症に対し

「イ」注射の効果を槍臥せしに，「イ」は膵液分

泌低下品品に対し極めて有効に作用し，その分

泌量を忌め，含有せらるN所の酵素量を正常以

上にさへ刺戟分泌せしめる所があった．

 次に胃液酸度に及ぼす影響に関しては約その

牛数例に凡そ他の方法に点ては急速に効を牧め

る事の困難であったであらう所の胃液酸度上昇

を來し得た．而もtの際遊離塩酸欠乏症に於け

るよりも低酸症諸山に対してその効果著しきも

のが存した．一方遊離塩酸欠乏症に対してもそ

の乱数に「イ」注射唯1回試瞼，長期試験共に

大小の効果を忌める事が出來た．総湯39例中無

効であった諸例と云ふのは悪性貧血，重症鉄欠

乏性貧血，重症糖尿症各1例で，之等のものを

特殊な症例と観す・る時は「イ」注射で全然無効

なりし胃酸分泌減退症例は更に少数となり，鼓

に相当の例が「イ」注射で総出内科的に取扱困

難であった疾病歌態を改善するを得た事は甚だ

意義ある事と云はねばならぬ．勿論胃酸分泌減

退の原因は独り「イ」分泌低下に起因するもの

に非すして，その他種々なる影響を之に加ふ漉

きであらうから，緒言に歴て述べた如くこの点

に就ては將來更に工夫を重ね這般の：事情を明瞭

ならしむ可く努めねばならぬが，兎も角この成

績はDetre u． S｛voの往年克ち得た結果を寧ろ

支持するものである．併しDetre u。 Siv⑪の症

例中には低酸症としては7例を数へたるのみ，

而も何れも分劃試験を行ぴたるものに非ざるを

以て，こSに著者が低酸症乃至無酸症に対し一

括

応「イ」注射を試む記しと云ふ主張は吾が内科
         き
学界に於て優に注意を新たにせんとするに足る

ものがある事を著者は信ぜんと欲する．

 猫如何にして「イ」注射が胃液分泌を充進せ

しめるかに：出て：は，古くはHeller， Okada，

1〈alk u． Meアerの読に拠れ’ば，所謂「イ」注射

に依り低血糖症（胃液分泌作用に対する低血糖

’刺戟閾はHel皐rに依れば40－50mg％）が

惹起せられ，低血糖刺戟が高位中枢に興奮

を來さしめ，との興奮が迷走需品を通じて島

細胞に達し分泌の起る事が述べられて居る．

Heller i5）は更に動物実験に於て両側迷走祠1経を

切断せる場合には，胃液分泌に対する「イ」刺

戟作用は阻止せられるに反し，両側交感二二を

切除せる場合には何等「イ」刺戟作用には影響

の及ばぬ事を立証した．併し著者は上記実験を

行った諸症例に於て之等の関係に就て：詳細に槍

滅する機会を有しなかった．或は髭面の研究に

於て之等の点に就き触れる機会が到來するかも

知れない．

 最：後に併し仮令上述の如く多くの胃液分泌減

邊乃至欠乏症例が「イ」刺戟に応じたとしても’

猫欠乏症例の相当数のものが途に遊離塩酸の出

現を認めしめなかった事に：就き深く省察せねば

ならぬ。胃液分泌減退の高度のもの程「イ」の

影響を蒙る事が困難であったと云ふ事は胃酸の

分泌が独り「イ」の分泌欠乏にのみ基因するの

ではない事を示すものに外ならぬ．一方果して

「イ」の分泌が夫程不良であったとしたならば当

然糖尿症を惹起しなければならぬ．然るに吾等

【50コ
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は正しく非糖尿症例に於て「イ」刺戟の無効な

る場合がある事を知ったのである．有効なPし

例と難も稚異常va一一時多く使用せられた「イ」

が所謂刺戟として役立つに止まるのである．然

らば一体胃酸の分泌減退なるものは或は周腺そ

のものの変化に基くか，乃至は上來読明せしが

如き分泌出品の機能異常に帰せし可きか，將叉

「イ」に拮抗，乃至は協力す可き他内分泌諸腺の

活動の異常に拠るものか，吾kの研究は愈々之

が進展に大Nrs va力を致さねばならないのである

が，多くのものに於て勘く共「イ」の関与を全

然無視し得ないと云ふ事丈は略了解し得るが如

くである．

結

 著者は膵液分泌低下胃酸度低下乃至欠乏症例

に対する「イ」注射の効果を究めて次の如き結

果に到達し得た．

 1）「イ」注射はよく膵液の分泌液量を増加し，

分泌せられる酵素量を充噛し売．

 2）次で胃酸分泌低下症例の多くのものに於

て胃液分泌を促進し，遊離塩酸欠乏症例に於て

もその或ものに之が恢復の徴を見出し得るもの

があっ1た．

 3）斯くして胃酸分泌低下に対する「イ」の原

 論

                   
因習に演ずる役割は高く評価せねばならぬが，

その二三は輩に「イ」分泌低下にありとなす事

は到底旧派ない．

 4）之に関する論議は猫雪面に委ねるとして

も，兎も角斯る症例に対する「イ」注射は臨三

遷に試む可き治療法の一として存する事を忘れ

てはならなV・．

 稿を終るに当り，終始御懇篤なる御指導と御校闘を

賜った恩師日置教授に深甚なる感謝の意を表する．
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